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1.発生動向 3.栗原支所より

週 週 週 週 注意報レベル

3月3日 ～ 3月9日 3月10日 ～ 3月16日 3月17日 ～ 3月23日 3月24日 ～ 3月30日 開始基準値 収束基準値 基準値

栗原支所管内定点数：＃は３施設。それ以外は２施設

２．施設対応状況   （過去２週間における支所対応状況）
＊「1.発生動向」の解釈について

・上段は圏域全体で一週間に診断した患者数
・下段は一つの定点（医療機関）において一週
間に診断した患者数
・下段の定点当たりの数値を表右側の判断基
準と照らし合わせて評価してください。
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大崎保健所　栗原支所　疾病対策班
☎0228-22-2117　　📠0228-22-7594

HP:https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/nh-khhwfz/ktindex.html
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備考 感染性胃腸炎

施設区分 保育所 高齢者・障害者施設 医療機関
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宮城県大崎保健所栗原支所　感染症発生動向調査情報
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対応状況 ー 〇 ー

◎：複数対応中、〇：対応施設あり、ー：対応無し
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マイコプラズマ肺炎（小児科）

【 定点把握対象疾患 】
• 新型コロナウイルス感染症、インフルエンザが発生しています。

• 小児にRSウイルス感染症、感染性胃腸炎、伝染性紅斑、突発

性発しんが発生しています。

【 集団発生情報 】

新たな集団発生はありません。

【 感染症コラム～性器ヘルペスウイルス感染症～ 】
• 近年、SNSやマッチングアプリなどが一因となっているのか、

地方でも梅毒をはじめとする性感染症が増加の一途をたどっ

ています。

• 性器ヘルペスウイルス感染症は、単純ヘルペスウイルス

（HSV）の感染によって性器やその周辺に水疱や潰瘍等の病

変が形成される性感染症です。

• HSV に感染し病変を有している相手との性交によって感染

しますが、無症状でも性器の粘膜や分泌液中にウイルスが存

在する場合には感染します。

• 抗ヘルペスウイルス剤を服用すればいったんは治癒しますが、

HSV は一度感染すると神経節に潜伏し続けます。時に再活

性化し再発することで、感染力を持つことになります。

• HSVによる潰瘍性病変が性器にあると、エイズの原因となる

ヒト免疫不全ウイルスを移したり、移されたりする可能性が高

まることが知られており、エイズのコントロールの上でも重要

な問題となっています。

• コンドームの使用や検査、医療の積極的な受診による早期発

見・早期治療が性感染症の発生の予防及びまん延の防止に有

効です。

感
染
症
情
報
↓

性
感
染
症
検
査
↓

性
感
染
症
検
査
↓

保健所では感染対策に関する出前講座、手洗いチェッカーの貸出を行っ

ています。御希望の施設の方は下記担当あて御連絡下さい。


